
末
筆
乍
ら
中
村
先
壁
の
和
懇
切
在
る
御
指
導
に
対
し
厚
-
戚
謝
致
し
思
す
｡

附

首

第
六
図
版

魚
成
街
上
線
地
質
ス
ケ
ッ
チ
に
就

い
て
｡

ス
ケ
ッ
チ
は
魚
成
村
今
日
よ
り
目
地
上
組
ま
で
の
問
路
上
光
に
魚
成
川
に
準

っ
て
行

っ
た
｡
脚
版
の
都
介
上
火
よ
り
順
に
三
つ
に
分
割
し
方
向
準

が
す
絹
に
北
西
の
紋
を
入
れ
.た
｡

ス
ケ
ッ
チ
に
滞
っ
て
は
方
位
は
反
射
鈍
付

の
ク
リ
ノ

メ
ー
タ

ー
を
川
ひ
脈
離
は
怨
ノミ
で
測
っ
た
｡
脱
岡
は
二
千
分
の
一
で
あ
る
｡
満
さ
は
EE
洲
に
ょ
つ
た
も
の
が
多
-
問
に
示
し
た
等
高
紋
は
単
に
山
の

布
部
を
.1%
す
に
過
ぎ
な

い
｡
測
温
粥
墜

舶
親
が
少
か
つ
た
岱
河
中

の
露
頭
を
充
分
に
槻
恭
す
る
事

の
川
水
た
の
は
韓
で
あ
っ
た
O

六
甲
山
塊
商
練
に
放
け
る
新
生
代
地
膚
と

其
の
構
造

(其
の
二
)

上

清

寅

次

郎

三
､出

演

鹿
屋
川
扇
状
地
の
北
練
p
花
尚
岩
JJ
珊
橡
す
る
部
分
に
放
て

小
地
域
の
洪
積
層
の
教
連
を
見
る
｡
放
庄
川
の
兼

邦
は
花
岡
岩
塊
の
崩
精
に
ょ
る
地
層
に
被
は
る
㌧
も
､
鹿
屋
川
の
谷
に
面
す
る
崖
に
清
次
色
の
粘
土
及
砂
磯
膚
を
露

用
せ
し
め
'
舵
屋
川
の
酉
部
に
於
て
は

一
部
は
高
怪
川
の
扇
状
地
に
被
擾
さ
れ
る
が
､
花
岡
岩
と
接
す
る
部
分
に
於

で
､
凡
そ

一
C
rO
米
等
高
線
以
下
に
於
で
洪
積
層
が
布
衣
す
る
｡

六
叩
山
塊
鵬
練
に
於
け
る
新
地
代
地
暦
と
非
の
林
政

M
元

一
.L



地

球

鈴

二
十
五
怨

終

六

雛

E
I
O

.1
二

盛
岡
邸
の
南
方
､

稲
荷
の
小
両
傍
よ
か
北
三
五
度
東
は
向
S
t
山
麓
屋
を
鍵
で
笠
擬
方
面
に
向
ふ
断
層
は
洪
積
層

を
載
断
し
､
山

鹿
屋
の
南
西
丁

三
憶
の
北
に
於
Y
甚
し
-
捧
乱
せ
る
地
層
を
露
出
L
t
主
要
断
屠
所
の
方
向
は
北
三

〇
皮
束
､
傾
斜
南
東
に
向
払
八
〇
度
を
不
す
.

rJ
れ
を
鹿
屋
断
層
と
呼
ぶ
｡
本
断
層
線
以
北
の
洪
積
層
は
育
衣
色
粘

土
層
に
L
V
P
磯
静
に
覆
は
れ
､
殆
ど
水
平
に
近
さ
地
層
で
あ
る
｡
井
上
完
爾
氏
は
高
座
川
の
曹
拝
に
近

さ
粘
土
静

中
よ
み

T

rap
a
sp
.
を
凍
基
し
た
｡
本
層
位
は
閣
宮
附
近
の
洪
積
層
中
の
下
部
の
層
位
は
朝
常
す
る
｡
断
層
の
南

東
部
は
'
主
と
し
て
阪
急
竃
車
線
以
北
に
洪
積
層
を
露
出
L
t
下
層
位
の
育
色
粘
土
は
急
斜
面
む
な
し
､
rJ
の
斜
面

上
に
階
段
を
築

き
で
､
住
宅
が
建
設
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
｡

乙
の
斜
面
の
上
船
は
厚
さ
花
締
岩
の
砂
塵
暦
に
覆
は
れ
で
居

カ
､
洪
積
新
暦
に
鷹
す
る
も
の
で
あ
る
｡
兼
濃
尾
に
於
で
は
､
往
昔
の
海
岸
と
瓜
は
る
J
急
崖
を
な
し
､
主
と
し
て

音
色
粘
土
層
を
解
出
し
､
不
完
金
を
る
植
物
化
石
を
有
す
る
魔
あ
ヵ
､
そ
の
上
部
は
綬
傾
斜
の
基
地
む
な
し
､
花
園

岩
の
崩
積
物
に
よ
り
で
被
は
る
｡

濃
尾
の
西
方
本
山
村
の
山
麓
に
於
で
は
甲
南
高
等
撃
枚
の
北
東
よ
上

棟
林
は
名
あ
る
岡
本

｡
北
畑

･
中
野
等
の

部
落
に
亘
㌔

狭
長
在
る
洪
積
粘
土
暦
の
露
出
地
が
あ
る
｡
孟

大
部
分
は
軸
働
閲

脚
慨

に
被
は
れ
.tJ
､
調
査
す
る

を
碍
ざ
る
も
'
断
片
的
露
出
地
の
観
察
は
よ
れ
ば
洪
積
古
層
に
属
す
る
こ
と
に
は
疑
以
は
な

い
｡

四
ー
御

影

北

方

(
醍
醐
通
解

二
蛸

耶
鵡

配
離

御
月
)

御
影
町
北
方
に
於
て
は
'
任
音
川
の
洪
大
在
る
扇
状
地
に
よ
ら
七
大
部
分
を
被
覆
ruる
J
も
'
載
掃
岩
と
接
し
高

さ
部
分
に
洪
積
層
の
小
露
出
が
あ
る
｡
乙
の
地
域
に
於
け
る
花
園
岩
地
は
二
つ
の
約
卒
走
す
る
断
層
の
光
め
に
階
段



状
を
在
し
て
南
東
に
向
弘
で
低
下
す
る
｡
を
の
断
膚
の

一
つ
は
帥
月
商
業
大
撃
の
北
よ
-
､
東
北
に

一
玉
出
十
善
寺

の
弛
む
中
新
田
に
向
払
､
定
に
北
東
に
走
る
も
の
に
し
て
'
そ
の
二
は
石
屋
川
峠

の
膳
公
舎
附
近
よ
わ
'
大
体
原
の

カ
モ
シ

南
を
過
漕
p
鴨

子

原
の
甲
南
病
院
の
南
を
任
吉
川
は
向
ふ
も
の
で
あ
る
｡
花
掃
岩
中
に
は
扮
岩
の
大
岩
脈
あ
ヵ
て
幅

玉
来
乃
至
七
光
､
石
屋
川
に
沿
ふ
守
口
よ
少
兼
敏
北
の
大
仰
原
に
向
払
､
琉
璃
瀧
を
作
-
f
甲
南
病
院
の
側
を
過
ぎ

て
北
粟
に
向
弘
で
延
長
し
.
長
さ
二
肝
に
蓮
す
る
｡

洪
積
層
は
花
南
岩
を
不
整
合
は
披
ひ
て

最
高
二
.0
0
米
は
連
す
る
高
所
は
露
出
し
､
申
新
田
の
東
南
部
よ
み
南

は
鴨
手
原
に
及
ぶ
間
は
花
梅
岩
の
崩
積
物
に
ょ
ヵ
て
被
穫
さ
る
｡
甲
南
病
院
の
兼
南
方
､
病
院

へ
の
通
路
に
於
で
は

花
簡
岩
を
不
盤
各
に
被
覆
し
た
る
洪
積
暦
の
基
底
を
現
は
し
､
著
し
-
風
化
せ
る
花
園
岩
上
に
走
向
北
七
〇
度
兼
､

傾
斜
歯
に
向
ひ
､
三
五
度
･計
)有
し
て
､
育
色
砂
(
玉
来
)'
育
粘
土
(〇
･七
光
)､

昔
育
砂
(
正
米
)､

黒
色
禍
炭
質
粘

土
(○
∴
二
光
)､
砂
(
一
光
)､
機
(
一
光
)'
昔
褐
自
色
砂
(
二
光
)'
灘
(
三
光
)､
砂
質
粘
土
(
四
米
)
の
地
暦
を
露
出

L
t
基
底
部
約
二
二
米
の
断
面
堅
不
す
｡
木
骨
.<t･3位
貫
層
と
呼
ぶ
｡
fJ
の
南
方
は
階
段
状
を
覆
し
て
'
歯
蕗
の
断
簡

を
生
じ
､
三
米

･
入
来
等
の
落
差
を

不
し
､
速
に
大
在
る
断
簡
と
在
-,ht
地
暦
は
六
〇
度
以
上
の
急
傾
斜
を
ボ
す
に

至
る
｡
本
断
層
よ
ム
北
方
に
於
で
は
洪
積
静
の
基
磐
は
荘
梅
岩
を
敏
弘
で
露
出
L
P
聖
人
山
の
西
北
に
笹
水
平
暦
を

な
し
て
､
賂
畢

曲
事

砂
塵
の
亙
暦
堅

ホ
L
t
一

部
は
1g,(
品

斗

ン
ド
む
形
成
す
る
｡

大
体
原
方
面
は
於
で
は
洪
積
層
の

一
部
は
地
,3)
地
を
な
せ
る
庭
あ
ら
'
を
の
南
方
は
､
来
方
甲
南
病
院
の
側
よ
b
.

連
績
す
る
断
暦
に
断
わ
1
れ
'
走
向
北
七
〇
度
光
､
傾
斜
宙
六
〇
度
を
以
て
音
色
粘
土
･砂
･泥
板
岩
質
粘
土
の
互
暦

を

不
し
､
砂
暦
中
に
は
埋
れ
木
片
を
有
す
る
｡

六
甲
山
塊
丙
糠
に
於
け
る
新
出
代
地
暦
と
其
の
柿
泣

四

二

lt
三



地

球

妨

二

十

五

令

姉

六

批

四

二

)

一
四

五
ー
神

戸

北

方

(
表

讐

㌍

剛
節

纏

綿
甜

訳

酬
酢
蛸
静

)

紳
月
市
北
方
に
於
で
は
'
東
北
は
灘
の
北
方
都
賀
川
万
両
ま

,L
.
閣
覇
は
某
須
磨
の
北
方
妙
法
寺
川
方
面
ま
で
,

約

1
0
粁
以
上
､
幅
約

一
粁
内
外
の
狭
長
な
る
低
基
地
を
成
せ
る
洪
積
層
あ
～,h
y
'
急
斜
面
の
花
嵐
岩
山
密
を
練
～,a

来
車
は
篠
原

･
上
野

｡
甘言

｡
北
野

｡
山
の
手
等
の
毒
地
を
在
L
t
地
表
は
都
賀
川

･
西
郷
川

益

田
川
等
の
扇
状

地
に
蔽
は
れ
､
或
は
仝
-
市
街
地
と
化
し
て
調
査
困
難
在
る
も
､約
三
〇
光
以
上

一
〇
〇
米
は
蓮
す
る
毒
地
を
覆
す
｡

旅
行
者
､
若
し
'
東
海
道
線
に
よ
み
紳
月
曜
を
教
し
て
東
行
す
れ
ば
､
暫
-
ほ
し
て
汽
車
は
左
窓
は
基
地
を
眺
め
つ

っ
其
の
蓮
縁
を
馳
る
｡
即
ち
､
醐
月
曜
の
北
東
よ
皇

膏

騨
附
近
ま
で
二
粁
間
は
銭
道
線
路
は
主
と
し
て
姦
地
の
麓

に
沿
ひ
て
敷
設
さ
れ

てゐ
る
の
で
あ
る
｡
酉
牢
は
宇
治
川
階
段
以
西
ほ
し
で
p
花
園
岩
出
地
は
来
車
の
如
く
'
低
地

は
接
し
て
直
立
せ
ず
扇
状
地
の
敏
速
も
亦
湊
川

･
苅
淀
川

･
妙
法
寺
川
等
の
下
流
の
み
に
制
限
さ
れ
'
洪
積
層
は
露

出
良
好
と
在
る
.
現
今
､
切
-
下
げ
工
事
中
在
る
大
倉
川
養
地

･
骨
下
山

･
夢
野
及
び
長
田
川
の
諸
丘
陵
(愈
下
山
･

夢
野
及
び
長
田
川
等
の
丘
陵
を
有
す
る
低
素
地
を
長
川
山
喜
地
と
呼
ぶ
)
大
倉
山
基
地
は
宇
治
州
と
湊
州
と
の
間
は

あ
㌔

長
田
山
素
地
は
湊
川
と
苅
荘
川
と
の
間
に
あ
-1
P
七
〇
米
乃
至

一
〇
〇
米
の
高
距
を
保
つ
｡
苅
藻
川
と
妙
法

寺
川
と
の
間
の
基
地
は
之
h
l西
山
基
地
と
呼
び
'
高
n
ほ
iI長
田
両
基
地
と
均
し
｡

大
倉
山
姦
地
は
璽

同
五
四
･
二
来

〔
切
ら
下

げ
完
了
後
は
高
rb
四
〇
米
と
在
る
)'
主
と
し
て
砂
磯
潜
で
粘
土
及
砂

暦
を
爽
有
す
る
｡
を
の
酉
悪
癖
町

｡
荒
田
町
の
低
姦
地
は
約
二
C
兼
高
蛙
を
保
ち
､
荒
托-
町

1
7
日
附
近
よ
-1
桶
通

を
湊
川
紳
配
の
北
牢
は
至
-
で
北
行
L
t
大
倉
山
の
東
鹿
は
至
る
地
は
約
五
米
以
上
の
洪
積
層
段
丘
を
覆
す
0
大
倉

一秒



山
に
於
で
は
地
膚
は
北
二
〇
鹿
西
､
東
方
に
二
〇
-
四
〇
度
の
急
在
る
傾
斜
を
有
L
p
中
央
部
は
東
西
に
近

さ
北
蕗

の
断
層
に
よ
っ
て
我
ら
る
0
其
他
附
近
に
は
南
北
は
近

さ
断
静
を
推
定
し
縛
る
｡
大
倉
山
洪
積
層
毒
地
の
地
質
に
つ

き
で
は
改
め
て
之
を
報
ず
る
の
機
あ
る
を
以
て
基
に
は
概
容
に
止
む
｡

長
田
山
基
地
に
於
で
骨
下
山
(
八
五
｡九
来
)､
長
田
山
(
八
〇
･三
光
)'
夢
野
(
九
八
二

光
)
等
の
丘
陵
は
洪
積
磯

暦
に
し
て

(F
ig
.
5
)'
主
と
し
て
珪
岩

｡
角
岩
等
古
生
樹
岩
磯
よ
与
成
-
､
各
地
ほ
で
ブ
ス
採
集
場
が
あ
る
｡
磯
暦

は
厚
さ
部
は
三
〇
米
に
も
及
び
'
之
を
曲
附
山
碓
鳳
と

い
ふ
｡
長
的
山
磯
暦
は
不
盤
各
を
以

てを
の
下
位
に
あ
る
洪

積
古
層
の
海
成
層
と
境
す
｡
洪
積
新
暦
(
長
江~
山
磯
暦
‥と
洪
積
古
層
と
の
闘
係
は

一
見
盤
4
2
の
如
-
見
ゆ
る
慶
も
あ

る
｡
即
ち
､
商
圏
共
に
荊
皆
に
傾
斜
し
'
平
行
式
不
整
合
を
ホ
せ
る
塵
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡
触
る
に
節
二
中
撃
枚

北
方
の
渓
谷
の
東
壁
に
於
て
は
褐
色
の
新
砂
暦
上
に
二

糎
の
膏
粘
土
'
二
糎
の
白
色
疑
次
粘
土
'
三
水
の
苛
粘
土

(
本
闇
中
に
は
化
石
を
多
-
出
し
允
と
冊
-
79
踏
査
潜
時
は
不
明
)
六
米
の
褐
色
砂
挽
薄
p
,磯
暦
が
戚
暦
し
て
､
不
整

合
に
長
山
両
磯
暦
に
被
覆
さ
る
｡
そ
れ
よ
-
一
〇
〇
米
牝
に
は
前
記
育
粘
土
三
光
以
上
の
原
潜
上
､
倭
に

l
O
糎
に

し
て
長
田
山
藤
樹
に
被
覆
さ
る
｡
即
ち
'
洪
積
古
層
は
各
所
は
於
で
浸
蝕
庇
を
異
に
L
t
其
の
浸
蝕
面
に
洪
積
新
暦

の
堆
積
せ
る
rJ
と
を
知
る
｡

峯
髭
池
(
現
今
は
干
拓
さ
る
)
の
西
南
隅
に
近
さ
､
名
倉
小
撃
枚
の
硫
方
に
は
覇
に
四
〇
度
の
急
傾
斜
の
粘
土
腎
あ

わ
で
.
入
江
の
如
き
海
に
棲
息
す
べ
き
月
化
石
を
透
し
､
薫
別
氏
は

の
二
雅
む
槍
足
し
､

荷
'

港
月
あ
る
こ

と
明
瞭
在
る
も
カ
ス
ト

に
し
て
､
面
も
小
形
な
る
が
故
に
末
だ
研
究
す
る
を

六
叩
山
塊
南
線
に
於
け
る
新
出
代
地
肝
と
井
の
林
政

四
三

一
五



得
ず
.
本
化
石
暦
は
井
上
完
爾
氏
の
凝
見
せ
る
も
の
ほ
し
で
､
西
宵
月
暦
の
上
部
に
祁
督
す
べ
-
､
之
を
長
田
月
暦

Fig･.5 酬i37汀長田山及閉山附近地貿闘

鼠 斬悪 獅衆原山 層専
A
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と
呼
ぶ
｡
荷

p

同
氏
は
附
近
を
踏
査
し

て､
粘
土
層
中
は
石
哲
の
小
粋
晶
の
庄
成
せ
る
を
勧
め
'
且
つ
貼
土
中
の
ノ

(-.)

ジ

ュ

ー
ル
中
に
は
月
化
石
の
保
存
良
好
在
る
79
の
あ
る
を
寵
め
た
｡
更
は
南
方
片
山
町
の
北
東
に
は
'
日
下
は
住
宅

地
と
化
す
る
も
.
海
楼
月
の
化
石
圏
が
あ
る
が
p
今
は
容
易
に
採
集

さ
れ
沿
｡
rJ
の
地
で
は
厚

い
細
砂
質
膏
貼
土
中

に

R
a
eta
p
u
tche
t
t

a
A
D
.
a
n
d

R
Y
E
..

M
a
com
a
tok
y
o
e
n
s
i
s

寓
a
k
iya
m

a
.

T
e
lti
n

a
v
e
sta
ti
o
i
d
e

s

Y
o
k
o
y
a
m
a
.

と
同
定
さ
る
J
化
石
を
度
し

､
酉
宵
月
暦
の
上
部
と
全
-
同

-i
種
で
あ

る
｡
暦
位
は
長
的
月
暦
に

比
較
す
べ
き
で
あ
る
｡
本
月
厨
の
東
に
近
-
p
菅
粘
土
は
運
潰
し
'
第
二
高
等
女
撃
枚
素
の
菅
粘
土
暦
中
に
於
で
､

昭
利
七
年
十
月
十
六
日
小
野
山
排
撃
士
等
と
典
に
不
完
盆
在
る
化
石
膚
を
調
査
し
た
｡
魚
鱗
･蟹
の
外
T

e
ltina
sp
J

L

u
c
i
n
a

s
p
.
,

C
a
rd
iu
m
?

s
p
.,

植
物
化
石
ほ
て
は

Q
u
e
r
c
u
s

s
p

.
}

F
a
g
u
s
?
sp
.
を
放
出
し
尭
0

以
上
の
渥

成
暦
の
下
に
整
合
に

数
米
を
隔
て
J
片
山
町
の
来
芳
正
方
寺

の
境
内
に
近
-
､
規
の
産
地
が
あ
っ
て
故

二
杉
賀
久
三
郎
氏
の
聡
兄
に
か
ゝ
カ
も
津
田
貞
太
郎
氏
の
所
有
さ
れ
る
標
晶
に
ょ
れ
ば

C
o
r
b
i
c
u

la
cf
.

j
ap
o
n
i
c
a

P
r
i.m
e
.

と
同
定
す
べ

き
79
の
と
胤
は
れ
る
｡
同
氏
は
史
に
同

l
場
所
に
於
て

M
aco
m
a
sp
.叫
を
探
韮

し
た
る
人

め
-
と

語
ら
る
｡
其
の
ホ
ラ
イ
ゾ
ン
ほ
っ
き
て
は
明
敏
敏
-
も
､
同
氏
の
談
に
ょ
れ
ば
蝿
の
層
位
よ
-,Lも
上
位
な
ら

U
か
と
は
は
る
｡

史
に
東
方
哲
湊
川
の
酉
方
は
於
で
.
育
色
粘
土
層
中
に
蝿
化
石
を
座
し
t
C
o
r
b
i
c
ul

a

c
f
･

j
a
p
?

n
i
c
a

P

irm
e
.

と
同
定
さ
る
｡
之
かLJ湊
州
月
暦
と
す
｡
以
上
の
外
長
田
山
毒
地
産
と
栴
す
る

U
n
io
sp
･,
J

u
g
tan

s

s
p
.
リ

松
某
等
の
化
.S
は
明
石
中
学
に
保
存
さ
る
と
聞
き
､
C
r
is
t

a
T
i
a

sp
こ

も
長
田
山
の
粘
土

よ
-
E産
せ
し
由
な
る

ち
.

産
地
は
目
下
伴
宅
地
と
化
し
て
ゐ
る
｡

長
州
山
姦
地
に
於
で
は
北
尭
鼎
氷
室
醐
酢
附
近
よ
¢
福
相
に
向
以
'
榊
有
電
車
長
田
停
留
場
の
商
を
過
ぎ
名
倉
小

山ハ
;-
山
塊
前
線
に
於
け
る
新
曲
代
地
厨
と
北
ハ
の
排
出

望
鑑

1
七



地

球

齢

二
十
五
巻

解

大紋

望

ハ

1
八

撃
枚
側
を
経

て虹
に
南
西
に
向
ふ
大
断
層
あ
ら
で
第
三
紀
層
と
洪
積
層
と
を
置
劃
す
｡
乙
の
断
簡
を
長
円
断
層
と
呼

び
p
以
南
の
洪
積
層
は
断
層
附
近
ほ
於
で
直
立
は
近
さ
急
傾
斜
を
有
し
て
兼
叉
は
東
南
に
傾
-
.
基
地
の
中
央
部
は

北
東
-

南
西
の
小
断
簡
あ
か
で
北
港
'
又
は
崩
落
を

ホ
し
っ
土
魚
地
の
両
税
に
及
び
東
北
東
は
走
る
精
大
在
る
北
落

断
層
を
捷
じ
､
結
極
小
断
簡
に
よ
み
て
向
斜
の
如
き
構
造
を
な
し
p
基
地
の
南
報
は
於
で
は
下
静
を
露
出
せ
し
ひ

｡
)

両
川
毒
地
は
苅
藻
川
の
渓
谷
は
よ
っ
て
長
田
山
基
地
は
対
す
｡
毒
地
の
南
東
部
六
六
米
､
七
七
米
'
七
〇
米

(槽

現
山
)
等
の
高
地
は
磯
暦
は
し
て
洪
積
新
暦
に
属
し
､
不
整
合
を
以
で
育
色
粘
土
｡..砂
磯
を
主
と
す
る
洪
積
骨
層
を

被
穫
す
｡

乙
の
洪
積
暦
は
妙
法
寺
川
の
谷
は
於
で
標
高
六
〇
米
醒
員
寺
境
内
に
基
磐
は
近
さ
層
位
を
露
出
し
､
井
上

氏
は

T
rap
a
sp
･,
の
化
石
を
採
基
し
た
｡
乙
の
連
糖
は
妙
法
寺
川
左
岸
の
崩
積
堆
積
物
は
蔽
は
る
｡
現
在
は
鬼
ケ

平
住
宅
地
と
な
-
て
調
査
不
髄
と
在
る
が
､
西
山
蔓
地
の
南
西
隅
に
近

さ
須
磨
精
醐
病
院
の
属
酉
附
鑑
は
於
で
､
花

園
岩
を
不
整
合

に
被
覆
せ
る
基
磐
を
表
は
L
p
花
岡
岩
上
に
は
二
･五
米
の
載
衝
岩
砕
層
物
及
粘
土
暦
を
有
し
､
一
〇

米
の
砂
磯
暦
と
な
ら
異
色
粘
土
を
爽
む
｡
乙
の
上
位
は

7
米
の
粘
土
層
が
あ
っ

て
Trapasp.,
の
化
石
を
出
す
｡

(2)

(7
)

rJの
T
rapa
は
井
上
氏
は
T
r

apanatans
v
ar..
か
と
ru
机
で
居
る
が
､
T
.

macropod
a
nA
i
ki
.

で
は
を

い
か
と

瓜
ふ
｡
乙
の
暦
僅
よ
-
上

は
玉
来
の
砂
塵
暦
と
な
る
｡
史
は
現
今
埋
草
b
れ
た
る
五
位
池
の
北
西
隅
よ
カ
は

C
e
itis

sp･,其
他
の
化
石
を
度
し
､
北
東
鰻
ケ
谷
池
に
至
る
と
鮎
土
中
に
多
-
の
水
井
及
び
保
存
は
よ
-
在

5,が

Quercus

sp･,
Q
uercus
ser
ra
ta
T
h
b
･,
C
e1tis
sin
enSis(?)
P

eps,
と
瓜
は
る
J
植
物
化
石
を
産
す
る
.
rJ
れ
等
は
更
に

精
査
を
要
す
る
が
､

鰻
ケ
谷
池
の
化
石
暦
以
下
の
地
暦
を
西
山
暦
と
呼
び
'
盛
ケ
谷
の
化
石
暦
は
基
底
に
近

さ
淡
水

厨
在
る
乙
と
は
疑
ふ
飴
地
衣
-
'
上
部
に
は
二
光
飴
の
磯
厨
が
あ
っ
て
青
色
粘
土
と
砂
と
の
互
静

一
〇
米
以
上
は
逮



L
t
梅
成
暦
で
あ
る
｡
飽
ケ
谷
池
跡

(
現
今
第
三
中
撃
枚
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
南
方
の
坂
勝
に
三
-
四
米
の
青
黒
粘
土
圏

が
あ
っ

てt
E
rod
o
n
a

sp
.,

其
他
梅
松
只
の
化
石
を
産
す
る
｡
fJ
の
樹
上
敏
光
は
し
て
洪
積
新
暦
の
磯
暦
に
被
覆

ru
る
O
化
石
厨
は
八
〇
度
束

は
走
か
'
北
に

一
五
度
の
傾
斜
を
有
す
る
が
'
南
方
に
は
断
簡
が
あ
っ
て
'
地
歴
は
北

三
C
-
四
〇
皮
尭
と
な
-
南
方

へ
二
〇
度
の
傾
斜
と
在
っ
て
低
地
に
下
-
'
蓮
池
跡
(
現
今
'
市
民
運
動
場
)
方
面
に

至
る
｡
市
民
運
動
場
で
行
は
れ
た
る
四
〇
C
尺
婁
井
の
地
質
を
見
る
と
地
下

一
八
〇
月
附
近
ほ
育
粘
土
層
が
あ
っ
て

E
rod
on
a
sp..
の
化
石
を
有
し
､
長
円
月
暦
と
同

一
地
暦
の
春
我
を
確
定
し
柑
る
｡
三
五
〇
尺
附
近
以
下
は
第
三

紀
層
ら
し

い
｡(
以
上
の
尺
数
は
二
〇
斑
の
傾
斜
を
水
平
に
換
許
せ
ざ
る
織
と
す
)
乙
れ
等
に
関
す
る
詳
細
は
日
下
p
刺
14
各
市
に
互

-
七
､
多
数
の
深
井
記
銘
と
資
料
と
を
生
川
中
な
る
を
以
七
､
調
査
完
了
を
待
ち
て
記
載
す
る
FJ
と
と
す
る
｡

西
山
基
地
の
北
西
､
花
柄
岩
と
の
境
界
は
断
簡
で
あ
る
｡

乙
れ
は
藍
に
北
東
に
延
び
て
苅
藻
川
の
谷
の
明
泉
等
の

北
東
方
面
は
通
わ
､
之
お
肌
泉
等
断
層
と
す
｡
量
刑
断
層
は
長
田
山
方
面
よ
わ
延
び
て
西
山
基
地
の
北
を
か
す
め
て

第
三
申
撃
枚
の
酉
徽
北
五
〇
〇
米
の
距
離
附
近
ほ
て
､
明
泉
寺
断
層
は
合
す
｡
五
位
の
池
の
北
西
隅
よ
り
北
東
は
向

ひ
頗
ケ
谷
地
方
面
に
向
ふ
断
簡
は
1,
0
米
内
外
の
小
断
暦
な
る
79
数
個
の
断
層
に
分
岐
し
'
北
路
ほ
し
で
.
fJ
の
南

側
に
は
淡
水
暦
を
振
出
せ
し
む
｡
本
断
層
を
殿
ヶ
谷
断
簡
と
呼
ぶ
｡
を
の
延
長
は

一
部
分
長
円
叫
轟
地
に
連
る
も
の

も
あ
る
が
如
-
で
あ
る
｡

:粥
川
山塊
地
の
南
棟
は
蹴
宿
町
よ
む
山
下
町
は
向
ふ
東
西
に
走
る
断
簡
に
よ
み
て
械
断
n
る
ゝ
が
如
-
'
各
部
iE
和

地
と
叩
精
地
在
る
を
以
て

断
簡
術
計
調
査
す
る
乙
と
困
難
在
る
も
､
rJ
の
線
の
西
方
延
長
と
別
条
寺
断
層
と
の
交

叉
す
る
附
進
に
は
載
師
岩
中
に
板
宿
地
,i)
地
あ
た

断
暦
は
死
に
所
に
延
長
す
る
｡

rJ
の
視
以
南
に
於
で
は
地
髭
に

六
甲
山
塊
耐
枚
に
於
け
る
新
政
代
地
櫛
と
非
の
秘
法

空
也

1
九



地

球

節

二
十
託
懇

節

六
雛

望

八

二

〇

鰐
出
せ
る
洪
積
層
を
見
ず
し
て

全
部
妙
法
寺
川

｡
天
井
川
及
び
千
森
川
の
扇
状
地
を
以
JJ
破
産
ru
る
｡

乙
の
東
西

に
走
る
暇
憩
断
層
組
む
糊
代
幌
憩
断
衛
視
と
呼
ぶ
｡

六

も

長
田
山
高

山

北
方
の
第
三

紀

層

(
表

撃

紛
㌫

Ⅷ粥

醐
脚
韻

肌)

長
円
両
断
暦
よ
ら
北
西
部
､
北
方
の
花
梅
岩
地
と
の
間
に
断
暦
に
爽
ま
れ
た
る
狭
長
在
る
地
帯
む
を
し
て
存
在
し
､

明
泉
車
軸
群
東
方
に
於
で
は
准
尉
岩
を
不
整
合
は
被
産
し
､
幅
四
〇
〇
光
は
逢
す
｡
北
東
就
氷
室
細
動
の
南
方
に
於

で
は
凝
灰
岩
む
絡
出
し
'
を
の
南
西
'
山
の
谷
の
北
東
山
地
に
は
糠
岩

｡
石
英
粗
面
岩
質
凝
灰
岩
､
長
州
停
留
場
北

米
に
は
塑
碩
在
る
砂
岩
を
露
LH
L
､
走
向
北
五
C
I皮
東
は
し
て
傾
斜
は
南
東
に
五
〇
皮
衣
-
.
砂
岩
は
最
も
厚

さ
が

如
-
､
干
拓
さ
れ
た
る
基
盤
池
の
北
方
附
近
ほ
79
磯
岩
と
共
に
爵
出
し
､
西
方
は
苅
落
川
の
沖
積
地
に
蔽
は
れ

､
更

は
南
西
p
閉
山
基
地
の
北
副
は
於
て
花
梅
岩
と
の
間
に
之
散
見
､
西
山
町
よ
上
向
取
出

へ
の
登
山
道
に
於
で
は
慮
高

八
玉
来
乃
至
九
〇
米
の
地
は
北
四
〇
度
兼
p
東
商

へ
七
C
/庇
の
傾
斜
を
有
し
て
鰐
出
し
､
断
層
に
よ
ら
七

絶
LJ
る
｡

氷
室
刷
新
南
方
よ
-
高
取
登
山
道
迄
北
東
よ
-
南

西
に
向
以
約
二
｡
五
粁
で
あ
る
1｡

氷
室
紳
牡
南
関
の
凝
灰
岩
中
に
於
で
排
撃
士
前
島
俊
郎
氏
は

T
axodium
(?)
sp
.,
と
;心
は
る
J
保
存
不
完
盆
在

る
植
物
化
石
を
採
基
さ
る
｡
本
第
三
紀
暦
は
本
地
域
の
元

西
に
戯
-
分
布
す
る
中
新
世
窮
三
配
層
に
し
て
丸
山
遊
園

地
に
露
出
す
る
第
三
配
暦
は
封
此
し
程
る
も
の
で
あ
る
｡
本
地
域
の
爽
長
夜
る
第
三
紀
層
を
別
泉
等
第
三
紀
層
と
科

す

0切
放
寺
第
三
紀
層
は
北
境
は
高
取
山
断
層
に
断
た
れ
て
p
花
柄
岩
は
接
し
p
南
境
は
長
田
山
断
暦
に
械
断
ruれ
て



長
江t
山

｡
西
山
洪
積
層
に
接
す
｡
中
間
は
明
泉
寺
断
層
に
載
ら
れ
､
南
関
牢
と
北
東
牢
と
は
花
輪
岩
に
按
す
る
｡

七

､

厨
序

及

封

比

i
;･:

以
上
p
六
甲
山
塊
の
東
南
遊
縁
に
敏
速
す
る
新
任
代
の
地
層
の
分
布
む
述
べ
カ
｡
第
二
雇

厨
は

山
小
部
分
は
眼
力

て解
出
し
.
断
層
の
間
に
爽
ま
れ
で
俺
に
分
布
す
る
の
み
で
あ
っ
て
層

序
は
明
か
で
な

い
が
p
下
仲
に
は
主
と
し
て

砂
岩

･
灘
岩
む
有
し
､
上
位
に
凝
次
岩
を
有
す
る
｡
凝
次
岩
中
に
は
石
英
粗
面
岩
栗
の
79
の
が
あ
る
こ
と
は
丸
山
第

(=T)

(+
)

三
配
層

｡

両
日1
第
三
配
膳

と

相
叛
似
し
､
産
衣
岩
中
に
は
不
完
全
な
が
ら
植
物
化
石
(
例

へ
ば

T
a
xo
d
i
u
m
(?
)
s
p

.
,

の
如

き
)
を
棚
減
す
る
乙
と
は
前
記
各
地
の
第
三
配
圏
'
即
ち
奥
畑
厨
の
下
部
に
対
比
せ
ら
れ
る
.

A

洪
精
層
の
基
底
部
は
西
宮
北
方

｡
甲
山
の
東
南
方

｡
御
影
佳
音
の
北
方

｡
西
川
轟
地
の

一
部
等
ほ
放
て
よ
-
観
察

rJれ
る
が
､
特
に
御
影
北
方
に
於
で
は
黒
雲
母
花
梅
岩
を
不
整
合
に
被
捜
し
て
音
色
粘
土

･
相
磯
黒
色
粘
土
の
瓦
暦

が
約
二
二
兼
は
亙
っ
て
よ
-
観
察
さ
れ
(
佐
昔
層
)､

西
宮
月
圏
の
下
部
は
至
る
ま
で
三
C
米
内
外
を
隔
て
る
も
の
と

推
定
さ
れ
る
O
榊
と
;
内
の
正
方
寺

･
飽
ケ
谷

｡
波
川
(
湊
川
月
暦
)等
ほ
於
で
は
何
れ
も
淡
水
性
の
化
石
を
産
す
.

本
淡
水
層
は
基
底
部
よ
ら
約
六
〇
米
前
後
に
連
す
る
も
の
と
皿
は
れ
る
｡
西
宮
介
層
で
は
淡
水
圏
の
上
に
約

一
〇
米

前
後
の
触
化
石
砂
磯
厨
を
隔
て
J
海
水
性
化
石
樹
と
夜
か
'
西
宮
月
圏
の
上
潮
,<LJ成
し
､
刺
声
方
面
で
は
長
田
月
暦

其
他
片
両
町
･

房
王
寺
谷
(姉
二
女
撃
棟
宴
)等
の
化
石
圏
と
対
比
せ
ら
る
｡
擬
成
層
は
砂
嚢
粘
土
叉
は
砂
塵
膚
を
主

と
し
.
基
の
厚
ruは
五
C
l
六
C
永

程
度
で
あ
ら
う
C
以
上
の
洪
積
層

乾
不
整
合

は
被
浸
し
一七
砂
糠
圏
が
あ
る
｡
乙

の
砂
磯
碑
と
下
方
の
促
成
洪
積
層
と
の
摘
係
は
長
江t
里

壁
地
の
捗
野
附
近
の
砂
利
採
取
所
に
於
で
は
傾
斜
式
不
整
企

六
;-
I_
塊
摘
枚
に
於
け
る
漸
托
代
地
厨
と
非
の
構
法

望

九

二
11



地

減

歩
二
十
五
各

節
六
助

望

〇

二
二

在
る
こ
と
を
観
察
し
称
る
も
'
長
田
山
の

一
部
閥
宮
北
方
上
ケ
原
方
面
に
於
で
は
共
に
傾
斜
少
く
し
て

平
行
式
不
･

整
合
を
覆
し
殆
ど
整
合
閥
係
在
る
が
如
-
見
え
る

｡骨
原
は
接
触
の
閥
係
で

山
様
で
な

い
が
長
円
山
は
放
て
は
敢
厚

三
C
l光
は
及
ぶ
.
以
上
の
各
洪
積
暦
は
沖
積
古
層
又
は
扇
状
地
堆
積
膚
は
よ
っ
て
擾
は
れ
で
居
る
｡
西
宮
市
打
出
万

両
(
打
出
簡
)
は
於
で
は
坤
鵜
古
層
と
洪
積
層
と
の
不
整
<
=
を
観
察
し
縛
る
｡

(L.,?)

西
宮
月
暦
上
潮
で

Pectent
･kyoensisTokun
agaを
産
す
る
こ
と
は
本
暦
が
関
東
地
方
の
王
子
其
の
他
の
洪

(.I)

積
層

と

近
似
す
る
を
恩
は
し
め
る
が

､植
物
化
石
に
於
で

TTaPa
が
山
鹿
屋

｡
西
山
附
近
等
各
地
は
度
し
､
山
城

(7
)

(8)

洪
積
層
､
古
琵
琶
湖
圏
中
の
南
庄
粘
土
層
中
に
産
す
る
も
の
と
同
じ
く

TTaPa
maCTOPOda岩
iki.
と
同
定
ruる

･̂
鮎
(
津
田
氏
は
酬
月
市
多
井
畑
附
近
で
､
同

.i
種
の

T
rap
a
化
石
を
採
集
rb
れ
L
と
聞
く

,同
地
附
近
は
現
今
に
(い
)

於
で
は
中
新
暦
の
下
底
は
近
さ
層
位
と
ruれ
居
る
も
月
化
石
は
放
て
も
.
極
め
て
新
ら
し
さ

も
の
を
埋
有
し
倍
々

,

(E･)

〔
･/.)

史
は
精
査
の
必
要
が
あ
る
)｡

F
a
gus3lap
.m
ic
a,Fagu
s
ferru
gi
n
ea.
Q
u
ercus
serrata
等
も
山
城

･
近
江

は

(crJ)

於
て
記
載
さ
れ
居
る
鮎
､
定
に
淡
水
介
に
於

で
C
ristaria
p
Tlica
ta
其
他
類
似
種
を
産
す
る
鮎
は
,
甲
南
地
方
の
洪

積
層
を
上
記
譜
地
方
の
洪
積
層
は
封
此
し
得
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
0
欝
塚
撃
士
は
大
阪
府
待
兼
山
の
高
師

小
伊
を
作
る
植
物
の
多
-
は

ぜ

apa
spl
P
h
rag
mi

t
eS
COm
m
unis
T
R
I
N

.,等
沼
樺
地
に
叢
生
す
る
も
の
で
あ

(lU
)

る
と
記
載
n
る

｡

中
村
数
投
は
向
日
町
丘
陵
に
於

で
C
ilistal･ia,
f
l
y
T
i
o

p
sis,
A
n
od
o
nfa,
Vi
v
ip
a

rus等
の
淡
水

介
鵜
及
鹿
物
化
石
の
産
す
る
乙
と
P
伏
見

左

胸
等
ほ
規
の
化
石
'
枚
方
に

1
rap
a

sp.,
の
化
石
の
崖
す
る
rJ
と

姦

べ
ら
鮎

川
科
張

…

strea
sp･,
の
化
雷

巴

掌

と
あ
呈

聞
く
品

位

は
明
か
で
老

い
が
,
淡
水

圏
よ
-
上
位
に
あ
る
も
の
か
も
し
れ
ぬ
｡



然
る
に
本
地
域
に
於
で
は
下
底
に
近
-
褐
炭
の
薄
層
叉
は
褐
炭
磐
粘
土
暦
を
見
る
外
p
褐
炭
の
厚
層
在
-
'
凝
衣

(nil)

粘
土
層
の
敏
速
も
柿
夜
TO
鮎
は
近
江

･
伊
勢
等
と
興
る
鮎
で
あ
る
｡
褐
炭
簡
捷
成
の
常
時
'
即
ち
洪
積
の
初
期
に
於

で
は
本
地
域
は
末
だ
こ
れ
等
の
地
層
の
堆
積
の
行
は
れ
ざ
る
状
態
に
あ
っ
允
79
の
と
瓜
は
れ
る
｡

醐
月
内
渥
地
方
各
地
よ
-
l教
鬼
さ
る
-,
暫
象
粗
の
化
石
は
未
だ
本
城
ほ
て
は
知
ら
れ
ず
､
漸
-
附
鑑
に
於
て
は
大

(:i
)

阪
酔
鯉
能
都
蛍
ケ
池
畔
の
粘
土

層
中

で
牙

を
礁
掘

し
た
に
過
ぎ
覆

い
｡
該
音
色
鮎
土
中
に
は

Lymnaea
sp.,

S
p
h
aeliu
m

sp
.1
を
も
蛾
親
し
､
西
宮
介
暦
下
部
の
粘
土
層
は
封
此
し
縛
る
も
の
t
Jあ
る
.
故
比
企
博
士
が
商

庄

(‖
)

(只
)

産
と
せ
ら
れ
た
る

Stegodonorientari
S,
B
u
ffe
lus
sp..の
常
任
は
池
遊
撃
士
の
南
庄
暦
に
属
す

る
79
の
ら
し

(13)

い
.
明
石
海
峡
以
閥
の
地
層
は
つ
き
で
は
筆
者
の
知
識
は

極め
て
乏
し

い
が
p
舞
子
月
暦
と
六
甲
山
蛍
練
の
介
暦
と

(1
)

(3=)

を
封
此
す
る
乙
と
は
大
塚
撃
士

･
池
遊
撃
士
な
ど
に
ょ
つ
て
行
は
れ
て
居
る
｡
然
る
は
化
石
の
種
類
は
両
者
金
-
輿

-
'
舞
子
圏
を
西
宵
月
暦
の
兜
は
下
方
は
置
-
か
'
又
は
少
-
と
も
地
層
沈
積
常
時
の
環
境
が
両
者
に
放
て
相
常
典

っ
た
状
態
に
あ
っ
死
も
の
と
考

へ
ね
ば
敏
明
が
困
難
で
あ
る
｡

以
上
の
洪
積
古
層
を
不
整
合
に
被
鐙
す
る
砂
磯
暦
は
上
ケ
原

･
長
田
山
其
他
に
顔
-
分
布
し
､
近
畿
各
地
に
見
る

(17
)

山
砂
利
層
に
属
し
､
洪
積
新
期
の
河
流
叉
は
三
角
洲
の
堆
積
物
で
あ
ら
う
｡
六
甲
山
塊
南
方
速
練
に
於
で
は
化
石
は

末
だ
教
見
し
覆

い
｡
明
石
市
の
北
東
七
･五
粁

高
床
山
南
麓
の
砂
塵
膚
と
粘
土
瀞
と
の
境
堺
に
好
き
砂
贋
粘
土
層
中

に
は
湛
し
-
破
壊
ruれ
た
る

O
strea
sp.,
P
ecten
sp.,
等
の
化
石
を
出
す
(
高
塚
両
月
暦
と
呼
ぶ
)

｡
但
し
'
本

化
石
層
は
多
井
畑
暦
と
共
に
洪
積
古
層
の
柑
宵

月
暦
に
比
す
べ

き
も
の
か
と
恩
は
れ
る
O
然
ら
ば
簡
手
厚
は
蒐

托
下

--(
----･I-I

位
と
在
る
筈
で
あ
る
｡
高
塚
山
月
暦
は
兵
庫
麻

博
物
撃
愈
誌
本

年
五
月
躯
に
井
上
氏
が
報
告
し
て
ゐ
る
｡

六
甲t
山
塊
両
線
に
於
け
る
新
枕
代
地
静
と
5
.
の
解
法

望
7

二
三



地

成

鈴
二
十
五
容

節

六

舵

買

山

二
凹

六
甲
山

背

速
の
洪
若

菜

整
舎

被
撃

最

長

種
物
蒜

種
苗

と
L
p
低
農

地
芸

す
む
磯

偶
新

(川
)

(川
)

暦
と
な
す

｡

西
宮
市
の
宮
水
暦
中
の
化
石
は
出
張
博
士
の
大
阪
雄
梅
田
暦

p

叉
は
筆
者
の
寵
載
せ
し
こ
と
あ
る
堺
市

(,･S)

大
利
川
畔
地
下
六
五
人
乃
至
六
八
八
の
化
石
腎
(耕
介
厨
)と
封
比
し
得
る
も
の
で
あ
ら
う
｡
完
ハ庫
の
坤
積
層
中
に
も

月
暦
が
あ
る
｡
六
甲
山
塊
前
方
に
於
で
は
地
下
大
衆
前
後
､大
阪
市
放
射
市
ほ
て
は
地
下
二
〇
米
前
後
の
保
護
に
介
暦

が
あ
る
｡
次

に
六

甲
山
塊
東
南
､
即
ち
西
宮
刺
月
附
進
の
甲
南
地
方
第
四
配
厨
の
封
北
を
不
す
｡
多
井
畑
附
近
は
推

定
は
過
ぎ
ず
､暦
厚
は
据
測
で
あ
る
か
ら
p
正
邪
な
る
資
料
整
理
後
は
於
で
は
修
iE
の
必
要
h
l鎮
ず
る
か
も
知
れ
ぬ
｡

Table2 六甲山蛍縁第四紀層封此衷



八
､
構

造

以
上
六

甲
山
塊
東
南
速
練
に
敏
速
す
る
第
三
紀
層
及
渋
柿
圏
は
甲
陽
断
層

｡
畳
屋
断
層

｡
長
田
断
層

･
明
泉
寺
断

層

｡
挽
ケ
谷
断
暦
等
主
と
し
て
東
北
西
南
の
渚
断
簡
に
ょ
つ
て
織
ら
れ
て
屠
る
｡

rJ
紅
は
六
甲
山
塊
に
於
け
る
第
二

回
の
構
造
運
動
で
あ
る
が
'
第

.i
回
の
運
動
は
本
地
戒
の
洪
積
層
堆
鵜
以
前
に
起
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
山
麓
の
低
地

(ソ1
.)

に
於
で
は
之
を
寵
ひ
る
を
待
な

い
が
､
川
塊
の
花
嗣
岩
を
西
北
の
第
三
配
樹
上
は
衛
上
せ
し
め
カ
運
動
で
あ
る

｡

姉

二
回
の
運
動
は
洪
積
期
の
中
期
以
後
､
即
ち
洪
積
京
静
の
堆
精
以
後
に
起
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
更
に
長
田
両
基
地
｡西

山
基
地
に
は
洪
積
新
暦
を
載
る
断
層
が
観
察
さ
れ
る
｡
こ
れ
は
第
三
回
の
新
ら
し

い
時
代
は
起
っ
た
も
の
で
あ
る
｡

即
ち
東
西
に
近

主
構
取
断
層

｡
西
代
断
層
又
は
西
北
兼
商
'
南
北
に
近

さ
断
層
等
は
こ
れ
で
あ
る
｡
洪
積
新
暦
の
堆

(Ej
)

(;i)

積
後
の
運
動
は
中
村
教
授

｡

竹
山
撃
士

･9

畿
内
叉
は
中
岡
南
部
尾
道
附
近
ほ
於

で之
を
調
査
rT,れ
て
居
る
｡
rJ
れ
等

に
つ
き
で
は
斑
は
他
日
之
を
詳
記
す
る
磯
骨
が
あ
ら
う
と
瓜
ふ
｡

坤
稲
畑
に
於
で
は
大
な
る
構
造
運
動
は
本
地
域
に
は
之
を
私
め
難
き
も
P

最
初
渥
浸
が
行
は
れ

､
後
に
は
陸
地
の

上
昇
が
行
は
れ
た
る
も
の
J
如
-
p
数
段
の
段
丘
を
畿
蓮
せ
し
め
つ
ゝ
現
世
に
及
ぶ
｡
段
丘
に
は
三
〇
兼
に
も
及
ぶ

も
の
が
あ
る
｡

(

完
)

文

献

上
祈

:.I;
次
郎

佃
戸
叩
長
日
山
に
泣
ポ
竹
の
量
:=
を
韓
す
｡

非
等
の
軸
物

節
.#
怨

鮮
三
舵

HH
利
十
山
中
三
J

非

土

光

舶

西
抑
戸

の
眺
枇
試
地

苑
帰
螺
博
物
蝉
併
談

節
七
舵

昭
利
丸
印
二
月

上
沖

拭

次

郎

抑
戸
市
北
rtm
丸
山
術
上
附
肘
に
就
き
て

地
域

5..&
二
十
太
巻

妨
二
紙

昭
和
十
Ii年
二
刀

大
小
山
塊
初
級
に
於
け
る
新
出
代
地
相
と
非
の
桃
泣

望

謡

二
五



(･Il
)

(5
)

(6
)

(
7
)

(8
)

(9
)
(10
)

(ll
)

(hi:
)

(13
)

(14
)

(15
)

(16
)

(17
)

地

球

警

手

五
怨

讐

ハ
眺

望

四

二
六

同

兵
郎
噛
布
端
町
田
前
節
三
組
厨
の
構
造

地
球

第
二
十
立
食

節

1
班

昭
利
十

.i
舛

i
月

T
o
k
un
a
ga･S
･,
F
o
ss
its
fr
o
m

th
e
E
n
v
iT
On
S

O
f
T
6
k
y
a
･

Jour･
C
o
ll･
S
c
i
･,
Zm
p･tJn
il
･
T
ok
y
o
,
V

or
X
X
I
.
A

Tt.
2,
)906.

Y
o
k
oy
a
m
a
･

M
･･
F
ossits
fr
o

m
th
e
Eu

1･ura
P
e
ninsul
a
an
d
l
ts

lm
ediate
N
orth

Jotu
･C
olt･
Sc
iL

m

p-
U
niv.T
o
k
yo.
V
o
t.
X
X
X
I
X
.
A
rt.
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